
昭和42年11月14日 第 四種 郵 便 物 認 可
平成2年11月20日発行(毎月1回20日発行)
物 性 研 究 第55号 第2号

vol.55 no.2

1990/ll



1. 本誌 は､物性 の研究 を共 同 で促 進 す るため､研究者 が その研究 ･意

見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあい､ また､研究 に開通 したノ情報 を速 や か

に交換 しあ うこ とを目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡渇

載 内容 は､研究 論文､研究会 ･国際会議 な どの報告､講義 ノー ト､

研究 に関連 した諸 問題 につ いての意 見､ プ レプ リ ン ト案内､ ニ ュー

スな どです｡

2. 本害悪に掲 載 され る論 文 につ いては､原則 と して審査 を行 ない ませ

ん｡ 1旦 し､編i集者 が本誌 に掲 載 す ることを著 しく不適 当 と言忍めた も

の につ いては､改言丁を求 め､ または掲載 を拒絶 す ることがあ ります｡

3. 本誌 の掲 載 論 文 を他 の学術 雑誌 に引用す ると きは､著 者 の承諾 を

得 た上 で Private communication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰原稿 用紙 を使 用 し､雑誌 のページ数 を節約 す るため

に極 力簡潔 にお書 き下 さい｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)提 出 して下 さい｡

3. 数式 ､記号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿 規 定 に準 じ､

立体 "r｢"､ イ タ リック "- "､ ゴシック "､一〉"､ギ リシャ文字 "ギ"､

花 文字 ､大文字 ､′小文字等 を赤 で才旨走 して下 さい｡ 又特･に区別 しに

くい Oとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､ Cとe､ 1(ェ ル)と1(イチ)､xと×(カケ

ル)､ uとV､ †(ダガー)と+ (プ ラス)､4･と卓とF'と¢等 も赤 で指定 し

て下 さい｡

4. 数式 は 3行 にわた って大 きく書 いて下 さい｡

5. 1行以 内 にお さま らない可 能性 の あ る長 い数式等 は必 ず､改行 の際

の切 れ 目 を赤 です旨走 して下 さい0

6. 図 は その ま ま印刷 で きるもの (原則 と して トレー ス された もの)

とその コ ピー を本 文 と別 に論 文末尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位置 を･

本文の欄 外 に赤 で指 定 して下 さい｡ 図 の縮｢尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡

図 の説 明 を含 め 1頁 (13×19cnf)以 内 に人 らをい もの､ その まま印

刷 で きをい図 は原則 と して著 者 に返 送 し､書 き改 めて いただ きます｡

図中の文字 は才古宇 にいた しませ ん｡図 の説明は別紙 に書 き､ 原稿 に

f恭えて下 さい ｡

7. 投稿 後 の原稿 の訂 正 はで きるだ け避 け るよ うに して下 さい｡

8. 別刷 御希望 の方 は投稿 の際 に50部以上10部単位 で お申込 み下 さい｡

別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 にご請 求下 さい) に従 い､別刷 を.受取 っ

て か ら 1ケ月以内 に納 めて下 さ い ｡ (郵傾切 手 によ る.受付 は いた し

ません｡)

9. 原稿締 切 日は毎 月 5日で ､原則 と して次 月発行害意に掲 載 され ます 0
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議 事 録
第7回物性専門委員会 (14期)議事録

日時 : 1990年6月28日 く未)13:35-17:00

出席者 伊達宗行､ 飯泉 仁､ 石井武比盲､遠藤裕久､ 糟谷忠雄､

勝木 握､ 川村 清､ 久保亮五､ 小林俊一､ 佐藤清雄､

恒藤敏彦､ 豊沢 豊､ 長岡洋介､ 中嶋貞雄､ 藤田敬三､

丸山瑛-､ 守谷 亨､ 山田鏡二 禅 素英

議事

1.前回議事録を修正の上確認した｡

2.学術会議相肯 く中嶋)

1) 第4部会関連

○科技庁大型放射光施設に関する4部の報告は4月の4部会で最終案がまとま

り､運著に報告され､科技庁と文部省に提出された｡

○大型国際協力に関して､原則をうち出して作業をすすめるべきとの久保物

研連委員長から会長への申し入れがなされたが､7月5日の夏の4部会 (大

津､竜谷大)で4部会としての最終案がまとまり､4部会報告となった｡

ただし､学術会議全体として､これをどう取り扱うかは､流動的で予測でき

る･段階でもまない｡

○国際対応に関する実態調査は現在とりまとめ中で､後継者養成問題とともに

10月部会で幸浸告きれるものと思う｡

2) 学術会議給金 (4月捻会)

○ IGBP く地球圏生物圏国際共同研究計画)推進の勧告がなされた｡

○学術会議の横浜市のミナトミライ用地への移転が確認された｡

○南ア連邦からの入国者のビザの問題 :諸外国から厳しい意見が寄せられてお

り会長と外務省の間で折衝がつづけられているが､外務省からの正式のレス

ポンスはない｡物研連に関連するところでは､93年に日本で開くことが予

定されているIUPAP総会ができなくなるおそれも出ている｡

○学術会議主催の国際会議 ･.92年度は物理関係の～国際会議はない｡93年度

については提出締切が今年暮れである｡
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議事録

3.物性研幸浸告 (守谷)

○中性子回折 :改3号炉外の冷中性子関連設備が3年計画で認められた｡なお､

改3号炉は今年秋から炉室内稼動開始､来年度より共同利用がはじまる｡

○将来計画委員会の相告書がまとまり､関係者に送付された｡広く意見を聞き､

所としての最終案をまとめたい｡

○移転問題は周囲の状況を見ながら検討している｡

4.SOR関連 (石井)

○物性研SORは将来計画の一環として位置づけられており､競争相手があり

しかも規模の大きいことから､ハードウェアーと､それを使っての物性研究

の可能性を論じた冊子を製作中である｡

○中型計画については放射光学会の特別委員会が全国の計画のサーベイを行っ

ており､年内に中間韓告を発表し､今年度末には最終報告が出せるよう作業

中である｡

5.基研和尊 く長岡)

○広大理論研との合併が実現した｡固有部門9 (旧基研5､理論研4)と外国

人客員部門1く旧基研)からなる｡合併にともない､外国人客員部門の時限

がとれた｡

○新しい基研の日本語名称はこれまでどおりたが､英語名はYukawaInstitute

forTheoretica一Physicsとなった｡なお､キャンバスが分かれているので､

必要によ●り ｢基研北白川｣､ ｢基研宇治｣と区別する｡

○将来計画に関するアンケートを関係者に配布し集計されたが､これに基づ

く議論を秋に行いたい｡

○物性関係の吾肝弓が物性論部門と非線形物理吾肝胃の2吾肝弓だけなので､これか

ら物性関係の部門増を優先して要求していきたい｡

○理論研との合併にともない改築をしたいが､土地問題は前途多発である｡

6.物性研協議会委員選挙結果 く長岡)

○物性研としては60才以下の候補者を推薦してはしいという意向があり､60才

以上の人は被選挙権がないものと了解した｡また本委員会席上で投票すべき

ところ､機会がなかったので郵便投票とした｡結果は､以下の3氏であった｡
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議事録

遠藤康夫 6票 櫛旧す孝司 5票 都 福仁 3標

立木 昌 3票 川路紳路 3票

上記の年令制限により､金森服次郎 (5票)､恒藤敏彦 (4票)､伊達宗行

く3票)は推薦しないこととした｡なお､2票の得 票者 10名､1票の

得票者27名があった｡

7.物理学会理事との懇談会 く石井)

○物研連と物理学会との協力関係のあり方を議論するため､物研連委員長から

物理学会会長へ物理学の研究 ･教育の動向調査に関する協力依頼があったの

を機会に､標記懇談会を聞いた｡具体的には､日本の物理学の研究 ･教育の

将来予測､研究の未来への期待､国際協力の実状について議論した｡物理学｡

なぜ､そのようなことに物理学会が関与しなくてはならないのか､という質

問も出たが､必要性や意義が認められるので､理事会で協力の進め方につい

て前向きに考えることにした｡

8.物性委員会柁告 (長岡)

○大学院動向調査の結果は､長岡､上村､小林でとりまとめお｡MCの院生

の数は増加ぎみであるが､DC院生の数は､ここ数年､ほとんど変わってい

ないという結果がでた｡これについて､議論が行われ､次のような意見がで

た｡

･大学院生が減っているということを耳にするが数の上では､あたっていない｡

入試の競争率は下がっているだろう｡

･水増ししてでも定員まではとるということがありそうだ｡

･ベストの院生がDCに残っているというわけではない｡

･大学は､企業が優秀な学生を引っ張るといっているが､企業も人数を確保で

きずに困っているという実状にある｡

○物性将来計画を討議してもらうため､秋の分科会 (岐阜大学)の際に物性委

員会の主催で物性グルーブ懇談会を聞く｡

その他､推薦制や､大学院入学の弾力化の実状についても若干のコメントが

あった｡

-261-



議事蘇

協議事項

1.次某月研連委員の選出方法について､

｢物性グルーブとの関係をどうするか｣､ ｢欠員を使って､他のグルーブに推

薦を委託しているが､それをどうするか｣ということを中心に考えてはしい

との委員長発言があり､次のような意見が出た｡

○地方の研究者との一体感という意味では､研究グループの推薦があった方がよ

い｡

○多角的な推薦母体があった方がよい｡

○応物と2名ぐらいずつ相互のり入れしてはどうか｡

2.物性将来計画

物性将来計画WGの糟谷氏より､同氏が地方の研究者の意見を聞くために行っ

た､私的なアンケート調査の結果についての相告があった｡このアンケートの

性格や結果の取扱いについて議論されたが､秋の物理学会分科会で本題の議論

をすることとした｡

3.SSCについて

まず､伊達委員長より､SSC計画の概要について､以下のような説明があっ
た｡

名称 :ロナル ド･レーガン高エネルギー物理研究所

場所 :テキサス州ダラス

投資額 :1兆2千億円二うち与は日本の負担が期待されている｡また､外国の

負担額は与をこえない,,という条件がついている｡

協力関係 :rフル ･パートナーショップ｣という形容が使われ､設計､建設､

運営の全段会での協力が求められている｡

8月末までの日本からの解答が要求されているが､学問以外の観点からの議論

が先行している｡これに基づき､以下のような議論が行われた｡

○政策決定のmechanismが確立されていないところへこの問題が出てきた｡

○将来Cj)加速器計画については､IUPAPの中の委員会でも議論されているな

ど研究者の申レ合わせもあり､全世界的協力でやるべきものだが､ rアメリカ

の栄光｣や ｢アメリカ科学の優位性｣を主張するSSCが､そのような真の国
際的に開かれた研究計画たりうるか｡
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01兆2千億円は建設費であって､1つの実験に500億円かかるというような

ものにのめりこんでは､日本の将来によくないことが起こらないか｡

○問題も予算も文部省にとっては大きすぎる｡特別の予算枠が必要｡

○われわれに迷惑がかからなければそれでよいという考えもあるし､定員削減分

がそちらにまわされたりするなど物性将来計画に支障が出たるということは十

分懸念されるという考えもある｡

○当初の建設糞予想8千億円がユ兆2千億に拡張したいきさつもあるので､

machinstudyその他基礎資料を専門家に示すべきである｡

○政治がからむ問題にわれわれがどう対処すべきか､物研連できちんと議論すべ

きである｡

OP.U.AndersonのSSCは物理をダメにしてしまうという意見は傾聴に値する｡
○日本の中では3年間を無為に過ごしたが､これは､学者にものを言わせまいと

する政府の態度にも原因がある｡

○日米のフル ･パ｢ トナーショップというなら､テキサス州でなくカリフォルニ

アに建設するとか､日本の付置研を作るなどを考えるべきだが､米国には､そ

ういう考えはあるのだおうか｡

○日本の高エネルギー研究者が他の計画を一切放棄するなら､これでもよい｡

○研究者としてはわれわれがすべて納得してからやってほしい｡特に､日本の研

究者の調査なしに8月までに回答しろというのは無謀きわまる｡

○国際協力というが､日米以外の各国との協力がはっきりしていない

以上
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プレプリント案内

〔東京大学理学部和田研究室〕
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編 集 後 記

先 日テレビで土呂久公害訴訟の和解に関す る番組を見た｡痛ましい被害の

状況には改めて胸を塞がれる思いであった｡

その後読んだオゾンホールについての本に次のようなことが書かれていた｡

土呂久の慢性 ヒ素中毒症や､第-､第二水俣病､富山県のイタイイタイ病など､

これまでに多 くの公害が発生 した｡これらが大 きな社会問題となってからよう

やくそれぞれの原因との関連が認められはじめ､公害対策基本法､公害健康披

書補償法などの方向に動 き出 したのであるが､いずれの場合も大きな披書を未

然に防 ぐことはできなかった｡それに対 し､フロンガスによるオゾン層破壊の

問題は､科学者たちの指摘が先行 し､一応被害の起こる前にその防止措置に向

けて世界的に動 き出す ことができたというものである｡

フロンガスの放出とオゾンホールの間の関係は､風が吹けば桶屋が儲る式

のものであり､.その関係は気づかれにくい性質のものである.しかしその因果

関係の推論 と､各種のモデル計算､そして実験的な裏づけなどにより､ようや

く政治家や企業の認めるところとなってきたのである｡これら一連の作業はま

さに科学者が日常行なっているところのものである｡

ふりかえれば､地球規模の環境破壊からミクロな生体維持機構の破壊に至

るまで､科学者によって気づかれ､未然に被害を防がれるべき新手の問題はま

だ数多く､意外な姿で眠っていることであろう｡

(T.T.)
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会員規定

個 人会 員

1.会 費 :当会 の会･費 は前糸内制 をとって い ます｡ した がって､ 3月未 ま

で にを るべ く 1年 間分会 費 を御 支払 い下 さい｡

をお新規 入会 お申込 み の場 合 は下記 の会 費以外 に入会金 と し

て､100円 お支払 い下 さ い ｡

1年 間 の会費

1stvolume (4月号 ～ 9月号)

2nd volume (10月号 - 3月号)

4,200円

4,200円

計 8,400円

(1年分 ま とめてお支払 いが困難 の向 きは 1volume 分ずつ で も

結構 です)

2. 支払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用紙 を御利用 の上御納 入下 さい｡

(振 替月手金 口座 京都 1-5312) (現金書留 は御遠慮下 さい)

をお通信欄 に送金 内容 を必 ず明記 して下 さい ｡

雑誌購 読者以外 の代理 人 が購読 料 を送金 され る場 合 ､必ず会 員本

人 の名前 を明言己して下 さい｡

3. 送本 中止 の場 合 :次 の volumeよ り送本 中止 を希望 され る場 合 ､

かな らず-｢退 会届 ｣ を送付 して下 さい｡

4. 会 費 の支払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 と しては､正 当 な理 由 な く2

vols.以上 の会･費 を滞納 された場 合 には､送本 を停 止 す ることにな

ってい ますので御留意下 さい ｡

5. 一括 送本 を受 け る場 合 :個 人宛送 本 中 に大学等｣で一括 配布 を受 け

る様 になった場 合 は､必ず ｢個 人宛 送本 中止 ､一括 配布 希望 ｣ の過

知 を して下 さい ｡ 逆 の場 合 も同様 です｡

6. 送本 先変更 の場合 :住 所 ､勤 務先 の変更等 によ り送本 先 が変 った

場 合 は､必 ず送 本先変更届 を操 出 して下 さい ｡

学校 ､研 究所 等機関会 員

1. 会 費 :学校 ･研 究所 等 での入会及 び個 人 で あって も公費払 いの と

きは機 関会員 とみ を し､代金 は､ 1冊 1,300円､ lVol.7,800円､

年 間15,600円 です｡ この場合 ､入会 金 は不用 です｡学校 ､研究所 の

会 費の支払 いは後払 いで も結構 です｡ 入会や 込 み をされ る時 ､支孤

い に請 求､見積 ､納 品書が各何 通必要 か をお知 らせ下 さい｡

なお､ 当会 の請求 書類 では支払 いがで きない様 で した ら､貴校 ､

貴 研究機 関の請求書類 を送付 して下 さい｡

2. 送本 中止 の場 合 :発行途 上 にあ る volumeの途 中送本 中止 は認 め

られ ません｡退 会 され る場 合 には､ 1ケ月前 ぐらいに中止時 期 を明

記 して ｢退 会届｣ を送付 して下 さい｡

雑 誌未 着の場合 :発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡下 さい｡

物 性 石汗究刊 行 会

〒606京郡市左京 区北 白川追 分町 京都 大学湯 川記念館 内

℡ (075)753-7051 722-3540
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